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１　概　　況
　本市の船舶事業は，旧桜島町で運営していた交通事業（桜島フェリー）を引き継
ぎ，平成１６年１１月１日に，本市の第４番目の公営企業として事業を開始した。
　桜島フェリーは，昭和９年，旧西桜島村の村民の生活航路・通学航路として事業を
開始して以来，桜島地域と市街地のみならず，薩摩・大隅両半島を結ぶ海上交通機関
として，重要な役割・使命を担っている。
　この間，人道橋・可動橋等接岸施設の設備充実を図るとともに，船舶の大型化を図
り，現在，船舶６隻を保有し，１日８３航海（１６６便）の２４時間運航をしている。
　桜島フェリーは，本市における総合的な交通体系の中に位置付けられるとともに，
鹿児島が世界に誇る自然の観光資源である桜島へのアクセスであり，都市型施設と一
体となって本市の観光振興に寄与することや，桜島の火山活動の活発化に伴う島内住
民の避難に要する救護船舶としての役割を求められている。
　船舶事業としては，輸送車両の小型化等により収益が減少する中，船舶燃料価格の
高騰に加え，老朽化施設の整備及び船舶の建造等を行う必要があることから，各面か
らの経費節減・増収対策など，より一層の経営の健全化に取り組むとともに，乗客の
多様化するニーズに応え，利便性の向上を図るなど，幅広い立場からの乗客サービス
の向上に努めている。
　平成２６年度は，錦江湾の湾奥を巡る錦江湾魅力再発見クルーズを１０回運航するとと
もに，よりみちクルーズ船を年末年始を含め毎日運航するほか，２６年度末の就航を目
指し，第五櫻島丸に代わる電気推進船の建造を進めている。
　また，船舶事業８０周年記念事業を実施するとともに，桜島港フェリー施設整備事
業，避難港離着岸訓練等を行い，公共交通機関としてより安全で快適な運航・効率的
な事業運営に努めることとしている。

２　経営の基本
敢　設　　置

　市民の海上交通を確保するとともに，福祉の向上に資するため，船舶事業を設置
し，企業の経済性を発揮するとともに公共の福祉を増進するように運営するものとする。
柑　事　　業（創業　昭和９年１２月１日）
　①事業区域　　鹿児島湾内の平水区域
　②事業航路　　ア　一般旅客定期航路　桜島～鹿児島航路
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よりみちクルーズ船航路
　　　　　　　　イ　旅客不定期航路　　鹿児島湾内
　③事業用船舶の数　６隻
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桓　船舶一覧

棺　運航航路（平成２６．４．１現在）
　①　一般旅客定期航路　　ア　桜島港～鹿児島港（３．４㎞）
　　　　　　　　　　　　　イ　よりみちクルーズ船

　　鹿児島港～神瀬～大正溶岩原沖～桜島港（１１．０㎞）
　②　旅客不定期航路　　　ア　納涼船，貸切船

鹿児島港～大正溶岩原沖～神瀬～鴨池沖～与次郎ヶ
浜方面～レインボー桜島沖～鹿児島港

　　　　　　　　　　　　　イ　錦江湾魅力再発見クルーズ船
　　　　　　　　　　　　　　　鹿児島港～若尊海山海域周辺～新島～鹿児島港
款　乗船料（主なもの） 
　①　普通旅客運賃

　
　②　自動車航送運賃

　
　③　回数旅客運賃
　　○普通回数乗船券
　　　　３６枚綴り　普通旅客運賃の３０倍の価額
　　○普通共通回数乗船券
　　　　ＩＣカード乗船券　普通旅客運賃の１１分の１０の価額
　　○回数自動車航送運賃
　　　ア　６枚綴り　自動車航送運賃の５倍の価額
　　　イ　４２枚綴り　自動車航送運賃の３０倍の価額
　　　　　（３ｍ以上４ｍ未満・４ｍ以上５ｍ未満の車長）
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総トン数竣工年月船種船名
６００トン平成２年３月第 五 櫻 島 丸
７３１トン平成４年２月第 十 三 櫻 島 丸
１，１３４トン平成７年１月第 十 五 櫻 島 丸
９９７トン平成１１年１月第 十 六 櫻 島 丸
１，２７９トン平成１５年２月第 十 八 櫻 島 丸
１，３３０トン平成２３年２月桜 島 丸

運　　賃
種　　類

よりみちクルーズ船航路桜島～鹿児島航路
５００円160円大　　　人
２５０円　８０円小　　　児

運　　賃
種　　類

よりみちクルーズ船航路桜島～鹿児島航路
１，４9０円１，150円３ｍ以上４ｍ未満
１，940円１，60０円４ｍ以上５ｍ未満
２，31０円１，970円５ｍ以上６ｍ未満



　　　ウ　３６枚綴り　自動車航送運賃の３０倍の価額
　　　　　（３ｍ以上４ｍ未満・４ｍ以上５ｍ未満以外の車長）
　④　定期旅客運賃
　　○定期１か月乗船券
　　　ア　通勤（大人）・・・基準となる普通旅客運賃を６０倍した額の５割５分引
　　　イ　通学（大人）・・・基準となる普通旅客運賃を６０倍した額の８割５分引
　　　ウ　通学（小児）・・・イに掲げる方法により算出された額の２分の１
　⑤　旅客不定期航路に係る料金

　⑥　貸切料金

３　事業実績
敢　運輸実績（一日平均）

柑　収支概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　
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錦江湾魅力再発見クルーズ船納涼観光船種　　　類
１，０００円１，０００円大　　　　　　人
　５００円　５００円小　　　　　　児

２，４００円
※４人（うち大人２人まで）ファミリー乗船券

料　　　金区　　　分
１隻につき４７２，５００円納涼船の運航期間内

２層積船舶
１隻につき４２５，２５０円納涼船の運航期間外
１隻につき３７８，０００円納涼船の運航期間内

１層積船舶
１隻につき３４０，２００円納涼船の運航期間外

２5２４２３２２２１　　　　　　　年　度
区　分　　　　　　　

５７．８５７．８５７．８５７．８４６．８営 業 航 路 （ ㎞ ）
３３３３２運 航 路 線 数 （ 本 ）
６６６６６在 籍 船 舶 （ 隻 ）

５９０．２５８６．７５８４．７５９６．７６１５．４運航キロ（㎞）
一日
平均

１０，０７０９，８５１１０，０５７９，５２２１０，０４５旅 客 （ 人 ）
４，１８３４，１１９４，０６４３，９６４４，１７７車 両 （ 台 ）

６，０５９，６７１５，９７９，３３９５，９５０，４０７５，７５６，９７５６，１２５，９４８運航収益（円）

２5２４２３２２２１　　　　　　　年　度
区　分　　　　　　　

２，３３８，９０８２，２９３，４９７２，３９４，７１３２，２２２，８３２２，３５２，９１５総 収 益 ○イ 
２，２６３，６３８２，３０２，２１３２，３４４，３８２２，２０７，１４０２，３４０，８３９総 費 用 ○ロ 
７５，２７０△８，７１６５０，３３１１５，６９２１２，０７６差 引 ○イ － ○ロ 
１０３．３９９．６１０２．１１００．７１００．５収益率○イ ／○ロ （％）



４　財　　務
敢　予算概要（平成２6年度） （単位：千円）
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支　　　　　　出収　　　　　　入

予　定　額款　　　項　　　目予　定　額款　　　項　　　目

２，６７３，４５１収　益　的　支　出２，７４０，４７７収　益　的　収　入

２，６７３，４５１船 舶 事 業 費１２，７４０，４７７船 舶 事 業 収 益１

２，５１９，２７０営 業 費 用　１２，５７３，９７３営 業 収 益　１

２，０４０旅客・車両航送取扱費　　１２，５０７，９９１運 航 収 益　　１
４０６，４３９動 力 費　　２４１，１４９運 航 雑 収 益　　２
８４８，００６船 舶 運 航 費　　３２４，８３３附 帯 施 設 収 益　　３
１０２，２０２運 航 管 理 費　　４１６５，５８１営 業 外 収 益　２

１３，０９７船 舶 修 繕 費　　５１６４受 取 利 息　　１
１７９，４９０船 舶 検 査 費　　６１５，９９８他 会 計 負 担 金　　２
２８５，０２２業 務 費　　７３３，９７８他 会 計 補 助 金　　３
６２，８０５営 業 費　　８１０８，３３１長 期 前 受 金 戻 入　　４
２４，８８３遊 覧 船 運 航 費　　９７，１１０雑 収 益　　５
７８，８５６航路附属施設管理費　　１０９２３特 別 利 益　3

２５１，２７７一 般 管 理 費　　１１９２３そ の 他 特 別 利 益　　１
２６４，４９１減 価 償 却 費　　１２
６６２資 産 減 耗 費　　１３

７０，４４８営 業 外 費 用　２

１２，７０６支 払 利 息　　１
１０３繰 延 勘 定 償 却　　２

５７，６３９消費税及び地方消費税　　３
７３，７３３特 別 損 失　３
７３，７３３そ の 他 特 別 損 失　　１
１０，０００予 備 費　4
１０，０００予 備 費　　１
６７，０２６収　 支　 差　 引

１，７８４，５４９資　本　的　支　出１，５３６，１１０資　本　的　収　入

１，７８４，５４９資 本 的 支 出１１，５３６，１１０資 本 的 収 入１

１，６０６，９２３建 設 改 良 費　１５７４，８１０補 助 金　１

１，４９４，３３７船 舶 建 設 改 良 費　　１５０７，２４３国 庫 補 助 金　　１
１０３，０６２桜島港施設整備事業費　　２６７，５６７他 会 計 補 助 金　　２
５１３機械及び装置建設改良費　　３９６１，３００企 業 債2

９，０１１工具，器具及び備品購入費　　4９６１，３００企 業 債　１

１０５，４４９企 業 債 償 還 金　２

１０５，４４９企 業 債 償 還 金　　１
７２，１７７船舶建造年賦支払金　３

７２，１７７船舶建造年賦支払金　　１２４８，４３９○　  損     益 勘 定 留 保 資 金 等
　

４，５２５，０２６合　　　　　計４，５２５，０２６合　　　　　計



柑　各年度損益計算書（税抜） （単位：千円）
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26（予定）２5　　　　　　　　　　　　　　　年　度
科　目　　　　　　　　　　　　　　　

２，３８３，３１４２，２７２，１８３１　

２，３２２，２１７２，２１１，７８０　敢　

３８，１０３３６，１９４　柑　

２２，９９４２４，２０９　桓　

２，４４５，２９３２，２５０，００５２　

２，０２６２，７２６　敢　

３７６，３３４３３９，３９１　柑　

８４４，８０７８１３，７０９　桓　

１０１，４８８９７，７２４　棺　

１２，１２９１３，５２１　款　

１６６，２１６１６４，５２０　歓　

２６９，０７９２５６，９０５　汗　

６１，５５９５９，２４８　漢　

２３，２４５２２，６４８　澗　

７３，０４２５５，１５０　潅　

２５０，２１５１８６，８７３　環　

２６４，４９１２３６，９０８　甘　

６６２６８２　監　

△６１，９７９２２，１７８営 業 損 益

１６５，０８８６６，７２５３　

１６４５１１　敢　

１５，９９８１５，３８８　柑　

３３，９７８４２，０４４　桓　

００　棺　

108，331－　款　

６，６１７８，７８２　歓　

１２，８０９１３，６３３４　

１２，７０６１３，５１１　敢　

１０３１０３　柑　

０１９　桓　

９０，３００５３，０９２経 常 損 益

８５５-５　

７２，８９５-６　

１０，０００0７　

８，２６０７５，２７０当 年 度 純 損 益

営 業 収 益

営 業 費 用

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

特 別 利 益

特 別 損 失

予 備 費

運 航 収 益

運 航 雑 収 益

附 帯 施 設 収 益

旅 客 ・ 車 両 航 送 取 扱 費

動 力 費

船 舶 運 航 費

運 航 管 理 費

船 舶 修 繕 費

船 舶 検 査 費

業 務 費

営 業 費

遊 覧 船 運 航 費

航 路 附 属 施 設 管 理 費

一 般 管 理 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

受 取 利 息

他 会 計 負 担 金

他 会 計 補 助 金

国 庫 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

雑 収 益

支 払 利 息

繰 延 勘 定 償 却

雑 支 出



　〈メ　　モ〉
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